
 

  

1996 年 12 月から 18 年間に亘り、調査を継続して投稿いただいています。

今までの原稿を PDF に纏めて、画面でみられるように掲載しました。 

古い印刷原稿からスキャニング編集をして、画質を落ししたので、読み 

にくいところがあります。掲載容量のため、2部に分けました。 
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（ 8 ）2011年 5月 1日                                     しおかぜ  第 150号 

農業の窓から目撃動物を調べての自然の移り変わり 

真田 三郎（鴨川市） 
 
 平成 22 年は、体調不良のため、家族の協力で、主に、土・日にスポットを当て調べた。 
 

際立つモグラ塚 
 
 有害獣類の活動は、鴨川市産業振興課によると駆除件数が 3,280 件（サル 426、シカ 878、

イノシシ 1,395、キョン 581）。「NOSAI ぼうそう」による稲作被害の 90％を占めていること

からして、当竹平を含め衰えていない。活動域は、里山の手入れ不足、周辺農耕地の放置

増加に伴い、平地の水田地帯へ深く進出し、食害や“ぬた場”が見られるなど拡大を続け

ている。そのほか、畦道にモグラ塚が際立ち、孔道による崩壊が懸念される。 
 

変わったツバメの動き 
 
 鳥類は、周年見られるハシブトガラスなど常連は変わらず留鳥 28 種、夏鳥ホトトギス 

など 5種、冬鳥ツグミなど 10 種、旅烏シマアジである。夏鳥ツバメは我が家へ 4月 10 日

に渡来した。すでに巣は、2棟の出入り自由で安全な通りと軒に造られ、新旧 2ヶ所ある。

本年も例年どおり営巣されると思った。しかし、期待は見事に裏切られた。原因として、

長い間、影を潜めていたアオダイショウが一昨年に現れたことが考えられる。今後の推移

を見守りたい。また、毎年、8月 28 日頃、新しく生まれた鳥を含め集結し、渡りにつく。

本年は、猛暑の影響か 9月 4日、4羽が鳴きながら、我が家に飛来した。 
 

気になるシマヘビの行方 
 
 戻虫類は、多い順にヤマカガシ、ヒバカリ、ジムグリ、アオダイショウ、ニホンマムシ、 

ニホントカゲ、ニホンカナヘビである。その中で、長い間、姿を見せていなかったアオダ

イショウが、最近現れた。しかし、かつて 3本指に数えられたシマヘビは、依然として影

も形も見られない。そのほか、ヤマカガシ、ヒバカリの榛死体が相変わらず多く目立つ。 
 

メンバー交代のカエル 
 
 両生類は、昔の水田では代表的だったツチガエル、トノサマガエルが、圃場整備、農法

の変革などで姿を消してから久しい。現在、脇役のニホンアカガエルを主体に、ヤマアカ

ガエル、ニホンアマガエル、ニホンガマガエル、アズッヒキガエルと外来種のウシガエル

から成っている。本年、新たにトウキョウダルマガエルが、川近くの田圃で発見された。

その他、ニホンイモリは、路上の棒死体が象徴するように増加傾向にある。背景には生息 

環境の安定化、すなわち、放置水田の増加と常態化が考えられる。 
 

台頭したケラ 
 
 昆虫類では、畦切りの際よく出てくるケラが、舗装道路上で蝶死体を含め、一度ならず

見られ、明らかに増加している。また、セミの鳴き声は、毎年、里山を中心に聞かれる。

ところが 10 月 4 日、集落中央で、ツクツクボウシが突然鳴き出し、わが耳を疑うと共に、

分布の広がりを強く感じた。そのほか、ハチ類とチョウ類は、年々、減少している。 

 

 総括して、一見、ケラの台頭、モグラ塚の増加、ノスリなどの飛来はばらばらであるが、 

自然界における食物連鎖の一側面を如実にものがたっている。また、農業の盛衰が、自然 

環境の変化をもたらし、かつ、生息動物の消長に大きく反映されていることがわかる。 
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農業の窓から目撃動物を調べての自然の移り変わり 

眞田三郎（鴨川市） 

筆者は、家族の協力のもと、毎日リハビリで利用する生活道路を中心に目撃動物を調べてい

る。以下、平成 24 年の主な変化について述べる。 

○跋扈する獣類 

 獣害は、「ＮＯＳＡＩぼうそう」によると、水稲損害支払額の約 8割を占め、市産業振興課調べの

市内駆除数は、前年より増えサル527、シカ1,073、イノシシ1,910、キョン841頭で、当地竹平も

例外でない。ちなみに、里山の縁辺でシカの白骨死体、響き渡るキョンの鳴き声、集落中心地

でイノシシの掘り起こし、サルの集団による畑荒らし、ノウサギの轢死体、夥しいタヌキなどの足

跡、モグラ塚の増大が裏付ける。 

○ウサギに群がるカラス 

鳥類は、留鳥 27種類、夏鳥 4種、冬鳥 6種でほとんど変わらない。その中で、ハシブトガラス

は増加し３月２４日、路上でノウサギの轢死体に群がる集団に遭遇。全国的に減少が伝えられ

ている夏鳥ツバメは、我が家へ３月２９日に渡来。前年２回巣立ちの巣に営巣したが、巣立ちは

１回で終わった。例年、南回帰のため集結する電線には８月２７日、１６羽と少ない。 

○絶滅か？シマヘビ 

ヘビ類は、アオダイショウ、ヤマカガシ、ヒバカリ、ジムグリ、ニホンマムシで、本年も問題のシ

マヘビの姿はない。轢死体は、幼蛇を含めヒバカリが増加しヤマカガシと並ぶ。 

○多発する両生類の交通事故 

両生類は、ニホンアカガエル、ヤマアカガエル、ニホンアカガエル、ニホンイモリ、トウキョウサ

ンショウウオでウシガエルの分布が広がる。轢死体は、生息数に比例し全種に及ぶ。とくに、カ

エルの幼体が集団で道路を横断中の 93 体は目立つ。 

○減少する昆虫 

セミ類は、種に変わりなく数は少ない。初鳴きは７月１２日のニイニイゼミで終鳴きは１０月６日

のツクツクボウシである。この間、天候不良で一時中断しヒグラシの影は薄い。 

ハチ類は、アシナガバチが数回現れたが巣は見あたらない。トンボ類は、主にシオカラトンボで

マユタテアカネ、ナツアカネ、アキアカネ、イトトンボと少ない。チョウ類は、モンシロチョウが激減

し、大部分がキチョウ、ベニシジミ、ヤマトシジミ、ヒメジャノメ、アカタテハで、時たまアゲハ、キア

ゲハ、カラスアゲハ、アオスジアゲハも見られた。轢死体は、動きの鈍いショウリョウバッタ、オン

ブバッタ、カマキリで、希に、トノサマバッタ、コバネイナゴも見られた。 

○分布一致のミミズとモグラ塚 

路上のミミズ（5～20cm）は増え、それに伴って路傍のモグラ塚も拡大している。そのうえ、分

布が重なり食物連鎖の側面を如実にもの語っている。 

総括して、地域住民と生息動物との間で、自然を介してバランスのくずれ、生活のギャップが

浮き彫りにされ、かつ、動物内でも適応度により消長が鮮明になった。今後、共生のための対応

が急がれる。 



2014 年 3月 1日 しおかぜ 168 号 

寄稿「動物調査」 

農業の窓から 目撃動物を調べての自然の移り変わり 

眞田三郎（鴨川市） 

筆者は、家族の協力のもと、毎日リハビリで利用する生活道路を中心に、目撃動物を

調べている。以下に、2013 年の主な変化について述べる。 

○勢いを増す野獣 

獣害は、「NOSAI ぼうそう」によると、水稲損害支払額の約 7 割を占め、市農水商工

課調べの市内駆除数は、前年より漸減し、サル 300、シカ 1,053、イノシシ 1,430、キ

ョン 823 頭で、当地竹平も例外でない。その中で、キョンが急増し、懸念されたサルの

集団もとうとう集落の中央部で、交通量の比較的多い我が家まで進出し、初めて被害が

出た。また、アズマモグラとハタネズミが目立つ。そのほか、隣の集落の独居老人留守

宅では、屋内に野獣が侵入し、荒らされ、業者によって短期間に、アナグマ（3連続）、

テン、タヌキ、ハクビシン、アライグマの順で連続的に捕獲されたことは注目に値する。 

○ハウスにハト 

鳥類は、留鳥 22 種、夏鳥 5種、冬鳥 6種でほとんど変わらない。その中で、キジバ

トがハンターの不在に伴い年々増え続け、農家の各所に頻繁に飛来し、作物に被害を与

えている。5 月 10 日、ビニールハウスに紛れ込み、出口を見失い、狼狽するハプニン

グも一端を物語っている。一方、全国的に減少が伝えられている夏鳥ツバメは、4月 14

日渡来し、昨年の巣に営巣したが、巣立ちは 1回５羽で終わった。例年、南回帰のため

終結する電線には、8月 28 日、8羽と少ない。 

○サトイモ畑に卵 

爬虫類は、アオダイショウなど７種で、シマヘビの姿はない。印象的な出来事は、路

上で初めてニホンカナヘビに遭遇。これを裏付ける如く 10 月 3 日、隣家、路傍のサト

イモ畑で、根元の土中に白色鶏卵型の卵を３個見つけて持参し、観察中、突然、１個が

孵化し、7cm ぐらいの幼体が現れるという千載一遇のチャンスに恵まれた。轢死体は、

幼蛇を含め、広範囲にわたりヤマカガシが多く、ヒバカリ、アオダイショウが続き、毒

蛇のニホンマムシも 1体見られ、通学路のため、注意を喚起したい。 

○殖えるアマガエル 

両生類は長い間、姿を消していたアズマヒキガエルが、8 月 16 日に稲刈り中、再び

現れた。轢死体は、この 1・2年、急増したニホンアマガエルが幼体を含め大半を占め、

しかも、広範にわたる。ニホンアカガエル、ニホンイモリは漸増し、トウキョウサンシ

ョウウオも 2体見られた。 

○殖えるミミズ、広がるモグラ塚 

環形動物ミミズ（5～20cm）の増加は著しく、路上では轢死体を含め到る処で周年み

られる。連動して路傍のモグラ塚の分布も拡大を続けている。 

総括して、農家と生息動物の関係は、農作物に対する直接被害に加え、間接被害として

食物連鎖に起因するヤマビルの蔓延と畦畔の崩壊が頭痛のたねになっている。 

眞田三郎氏からの寄稿文「農業の窓から見た自然の移り変わり」は、1996 年 6 月から 

18 年に亘り調査を継続して投稿いただいています。今までの原稿を纏めて、自然観察 

ちば HP の行事報告（記事）の目次画面でみられるように掲載しました。 
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